




　主として Betz 巨細胞を含む錐体路に障害があると考えられる痙性型脳性麻

痒とちがい,弛緩型脳性麻痒では,筋トーヌスの低下をひきおこす原因は殆ど解

明されていない。又,痙性型から弛緩型に移行するような場合もあり,痙撃発作

の持続や,抗痙撃剤の長期服用など,後天的な要素も考慮しなけれぱならない事

もある。


